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１．市立高等学校の現状と課題 

（１）市立高等学校の現状 

  有識者会議では、全日制市立高等学校（以下「市立高等学校」と表記）の現状

や再編の経緯、これまでの取組や特色などを踏まえて検討を行った。 

 

①市立高等学校の概要（令和６年度） 

○設置学科、募集定員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②これまでの改革・再編 

市立高等学校では、神戸市教育懇話会報告書「神戸市立高等学校の将来を考える」

（平成６年４月）をグランドデザインとして、高等学校教育改革を進めてきた。 

報告書で示された具体的な高等学校像は以下の通りで、９校あった市立高等学校

（全日制）の再編統合を進め、現在は全日制５校となっている。 
 

○パイロット・スクールとしての総合選択制高等学校の創造 

新しい理念と構想のもとで普通科総合選択制高等学校を設置し、大胆な高等学校

教育改革に取り組むことが望まれた。21 世紀の市立高等学校のパイロット・スクー

ルの役割を担うもので、その成果は既存の普通科高等学校の改善にも生かされるこ

とが期待された。 

⇒神戸商業高等学校と赤塚山高等学校（普）を再編統合し、六甲アイランド高等

学校（普通科総合選択制〔のち単位制〕）を開校 
 

○神戸らしい国際高等学校の創造 

海外帰国子女や外国人留学生、更には在神戸外国人の子女と日本人生徒が共に生

活し学習できる環境を整備し、異文化交流を通して世界に目を開き、国際コミュニ

ケーション能力、国際理解能力を高めると共に、日本語・日本文化に対する理解を

深めることを目指すものされた。 

⇒葺合高等学校（普・英）の英語科を改編し、国際科を設置 



○都市型専門教育を実現する高等学校の創造 

  これまでの完成教育としての産業人の育成という役割だけでなく、さらに職業教

育を継続する生涯学習能力をもった産業人の育成という二重の役割を担う教育シ

ステムへの再編を目指すものとされた。 

⇒御影工業高等学校と神戸工業高等学校を再編統合し、科学技術高等学校を開校 

⇒須磨高等学校（普）と神戸西高等学校（普）を再編統合し、須磨翔風高等学校

（総合）を開校 

⇒兵庫商業高等学校と神港高等学校（商・情）を再編統合し、神港橘高等学校（商

業）を開校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③各校の特色（「資料１」参照） 

神戸市立高等学校（全日制）は５校あり、各校の特色に応じて多様な学科とコー

スがあり、生徒の進路に合った専門的な学びの機会が充実している。５校ともキャ

リア教育に力を入れており、生徒は１年から手厚いサポートを受け、２・３年の類

型・系、コース等の学習を通して、個性を一層伸ばすことができる。 

○六甲アイランド高等学校 

  神戸をテーマにした探究活動や先進的な理数教育をはじめ多様なニーズに対応

した教育活動を推進 

 ○科学技術高等学校 

  地域の産業界を担う「未来志向エンジニア」の育成のために、ＤＸ時代に適応す

る先進的な教育を推進 

○葺合高等学校 

先進的な英語教育や海外姉妹校との交流等世界を視野に入れた教育活動を展開 

○神港橘高等学校 

 通年型インターンシップ等による課題解決型学習や高度かつ実践的な商業教育

を推進 

○須磨翔風高等学校 

多様な選択科目と個別時間割による生徒一人一人のニーズに応える教育を推進 



 ④主な意見 

○現在も市立高校では特色ある取組を行っているので、生徒がそれをどう評価して

いるのか把握したうえで、ポジティブな検討をしていきたい。 

○偏差値や大学進学実績は目につきやすいが、受験生や関係者以外にも市立高校の

取組をもっとアピールすると良いのではないか。 

○各校の特色をさらに出していくにあたっては、学校個々の文化をどのように守っ

ていくか、あるいは新しい教育内容となじませていくか検討する必要がある。 

 

（２）社会環境の変化と課題 

①少子化の状況 

少子化が急速に進行しており、2023 年に生まれた子どもが 15 歳を迎える 2038 年

には、15 歳人口は 34％減少することが見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②生徒及び教員の意識等 

○「これからの神戸市立高校を考えるアンケート」概要 

〔目 的〕高等学校選択の理由や授業に対する意識等について生徒の実態を把握

し、市立高等学校における教育活動の改善及び育てたい生徒像を実現

するための教育内容を検討する。 

〔期 間〕令和６年５月 13 日～５月 31 日（教員は 23 日まで） 

〔方 法〕インターネットで回答（任意） 

〔回答者〕 市立高等学校（全日制）の生徒 3,292 名 教員 315 名 

市立中学校の生徒（３年生）   6,973 名 

 



○回答結果（抜粋） 

 ・進路決定に際し、高校生が重視したもの（高校生全回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各校の結果は「資料２」参照 

 

・社会で必要な力（教員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



③国の普通科改革（「資料３」参照） 

  令和３年１月の中央教育審議会答申において、「普通教育を主とする学科」の弾力 

化が示された。背景として、普通科には高校生の約７割が在籍する一方で、生徒の

能力・適性や興味・関心等を踏まえた学びの実現に課題があることが指摘された。 

普通科においても、生徒や地域の実情に応じた特色・魅力ある教育の実現が必要

であり、総合的な探究の時間を軸として、生徒が社会の持続的発展に寄与するため

に必要な資質・能力を育成することが求められた。 

これまで「普通教育を主とする学科」は「普通科」のみとされていたが、「学際領

域に関する学科」「地域社会に関する学科」「その他普通科」等が加えられた。 

 なお、兵庫県立高等学校では、令和６年度より7校が普通科新学科に改編された。 

（「資料４」参照） 

 

④国の「高等学校教育の在り方ワーキンググループ」中間まとめ 

高等学校において「令和の日本型学校教育」を構築するため、①高等学校教育の

あり方（多様性と共通性の観点からの検討）、②少子化が加速する地域における高等

学校のあり方、③全日制・定時制・通信制の望ましいあり方、④社会に開かれた教

育課程の実現、探究・文理横断・実践的な学びの推進について議論が重ねられてい

る。速やかに取組むべきと考えられるものについては、その具体的方策が示された。

以下はその一部を抜粋したものである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



⑤第４期神戸市教育振興基本計画 

学校を取り巻く社会環境が大きく変化していることなどを踏まえ、今後５年間、

神戸の教育が目指すべき方向性を明らかにするため、令和６年４月に第４期神戸

市教育振興基本計画を策定した。 

 高等学校の教育内容に大きくかかわる「基本政策１/子供が主役のこれからの学

び」では、「重点施策」として次の項目を示している。 

・自他を尊重し、命を大切にする心の育成   

・個別最適な学びと協働的な学びの充実 

・社会とつながる探究的な学びの充実      

・英語の実践的なコミュニケーション能力向上及び異文化等の理解 

・主体的に運動やスポーツに親しむ機会の拡充 

・体験学習や芸術文化活動の充実 

・想像力、思考力、表現力等を養う読書活動の推進 

・神戸ならではの防災教育の推進 

・ＡＩ等の技術や情報を適正に活用する力の育成 

・全日制高等学校の特色化・魅力化と定時制教育の充実 

 

⑥主な意見 

〇市立高校生のアンケートの回答を見ると、中学生から選ばれる高校になるには、

どんな特色を打ち出せるかが重要である。市立高校は、それぞれの高校の特徴

がよく出ていると感じる。 

○高校の特色や将来の仕事を意識しているなど、生徒の前向きな回答が多く、  

これは大所帯ではない市立高校だからこそできることで、約 20 年前の大幅な

再編は成功と言える。今回も全体最適というより、選択的に「○○ができる高

校」を検討するのがよい。 

〇教員が「社会に出て必要な力」として多くあげている「情報リテラシー」につ

いて、フィールドワーク的な方法で生徒の能力を高めるようなシステムがある

とよい。 

 

 

 

 

 

 

 

  



２．市立高等学校の未来像についての意見交換 

（１）市立高等学校が育てたい人材像 

有識者会議では、社会環境の変化や、生徒・教員の意識等を踏まえ、「市立高等学

校が育てたい人材像」を下図のようにまとめた。 

中心の３つの人材像が目指す人材像であり、その結果として、自分自身や社会全

体の幸せを求めていくことをイメージしている。外枠内には高等学校教育で育てる

資質・能力を掲げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な意見】 

○高校段階では、自分と他者の違い、人によって考えや抱えている課題が異なる

ことをしっかり理解することが大切である。 

○生徒が自分自身としっかりと向き合い、やりたいことや自身にとっての幸福を

見つけることが重要である。 

○不登校経験や多様な特性を持つ生徒もいる中で、気持ちに寄り添って行動でき

るような人材が必要である。 

○企業での課題解決には、専門性や得意分野に特化した能力（卓越性）のある人

材が求められている。 

○これからの時代において、ＩＣＴスキルや英語能力は、基礎能力として大切に

なるだろう。 

 

 

 



（２）重視すべき教育 

①教育プログラム 

【主な意見】 

○生徒が自分自身の興味関心や価値観について考え、将来について一定の方向性

を見出せるような取組が大事であり、起業家の方と一緒に自分のキャリアにつ

いて考える機会があれば目標設定につながるのではないか。 

〇わかりやすい社会課題に対して、生徒は探究学習のモチベーションを持ちやすい

ので、過疎地など他の地域と交流することも面白いのではないか。 

〇どんな領域でもＤＸを大切にした教育が必要になる。文理融合型探究の 1つの

形として、「農業＋ＤＸ」が良いプログラムになるのではないか。 

○文系・理系を問わず幅広い知識や分析力が必要となるので、データサイエンス

の分野に力を入れるべきではないか。 

○学校推薦で大学進学する生徒が多くなっており、進路が決まった後の期間を活用

して、文理融合的なプログラムを考えてみてはどうか。 

 

 ②人・モノ 

【主な意見】 

○外部連携による学習は、責任感や自己有用感を高めるほか、課題設定や解決能

力、データ活用能力、多様性の理解、チームワーク等を総合して向上させるこ

とができるため、教育効果が高い。 

○探究学習等の外部連携をサポートするコーディネーターを配置している自治体も

ある。 

〇学校の中で、社会人を含むたくさんの人と生徒が自由に話す機会を多く設けるこ

とで、生徒の考え方に広がりが出るのではないか。 

〇教えることが学びにもつながるので、先輩が後輩に教えるというように、並走し

ながら気軽に相談できるような仕組みがあればいいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



③制度・仕組み 

【主な意見】 

○中高一貫教育は、高校受験がないため探究学習などに時間をかけて取り組める

メリットがある。また公立学校であれば、家庭の経済的な面でバランスをとる

観点からも意義がある。 

〇公立学校において中高一貫教育を検討するのであれば、私学に多い中高一貫校

の成果等をよく検証し、義務教育学校とのすみ分けを含めて、意義を明確にす

る必要があるのではないか。 

○神戸の市立高等学校は多様な領域を５校がうまくカバーしているので、中高一

貫高校を設置せずとも、神戸市外国語大学との高大連携を検討してはどうか。 

〇オンラインを活用して市立高等学校５校のネットワークを強化し、特色ある授

業の単位互換制度ができないか。 

  



３．これからの市立高等学校の方向性 

 

〇さらなる特色化の必要性 

 神戸の市立高等学校は、時代を先取りし、社会環境の変化に適切に対応するため、

大幅な再編統合を進めてきた。 

その結果、各学校においてそれぞれ魅力ある特色が発揮され、生徒へのアンケート

結果からもわかるように、数ある学校の中から市立高等学校を選択して入学してきた

生徒の思いに応えることに成功している。 

 しかしながら、急速に進むことが予想される少子化や、生成ＡＩをはじめとしたＩ

ＣＴの発展、社会の一層のグローバル化など、高等学校を取り巻く環境は、これまで

以上に急激に変革することが考えられる。 

そのような中で、市立高等学校が生徒に選ばれ続け未来を担う人材を育成し続けて

いくためには、時代の変化に対応した神戸市ならではの教育環境を提供していくこと

が求められる。 

 

〇育てたい人材像の設定 

 本有識者会議では、これからの市立高等学校のあり方を検討するにあたり、市立高

等学校の現状や取り巻く状況等を踏まえ、「市立高等学校が育てたい人材像」を設定し

た。 

 市立高等学校では、「世界で活躍する人」「地域に貢献する人」「新たな価値を創造す

る人」の３つの人材像を目指し、生徒が自分自身としっかりと向き合うとともに、多

様な他者を理解し、協働することで、自分や社会全体の幸せを希求していくことをイ

メージしている。 

また、そのために必要な 10 の資質・能力を高等学校の段階で育てていくこととし

ている。 

 

〇キャリア教育の充実 

 このような人材像を育成するためには、自分に向き合い、自分らしく生きるために

必要な能力や態度を育てる「キャリア教育」の一層の充実が求められる。 

 市立高等学校の教員アンケートでは、半数を超える教員が「勤務校で特に力を入れ

ているもの」として「キャリア教育」と回答しているが、今後は、起業家と一緒に生

徒が自身のキャリアについて考えたり、学校の中で社会人を含む多様な人と自由に話

す機会を設けるなど、必ずしもプロジェクトとしての運営にこだわらずに、より生徒

の主体性を引き出す形での推進が期待される。 

 

〇文理融合型探究 

 また大学や企業では、文理融合的な幅広い知識を持った人材が求められており、

様々な形態での「文理融合型探究学習」に注力する必要がある。 



 探究学習にあたっては、生徒にとって取り組みやすく、自主性を養ったり、多様性

の理解につながるなど、より教育効果を高めるための工夫が大切であり、地域や企業

などの外部との連携が求められる。 

 さらには、生徒の興味関心に終始するのではなく、社会課題の解決と結びつけ、持

続可能な社会の発展に資するものが望ましい。 

データサイエンスやＤＸによる課題解決の考え方や事例を踏まえることで、より精

度の高い、かつ説得力のある実践的な学びとなるだろう。 

 

〇中高一貫教育・高大連携の検討 

現在、多くの高等学校が抱えるジレンマとして、キャリア教育や探究学習の充実が

求められる一方で、その時間を確保する難しさや外部連携の橋渡しをする人材の不足

が指摘されている。 

６年間の中高一貫教育では高校受験がないため、それらのための時間を確保しやす

いというメリットがある。ただし公立学校においては、私学との役割分担や設置の意

義など、全市的な視点から検討されたい。 

人材不足を補うためには、外部連携をサポートするコーディネーターの配置や、 

大学生アシスタントの活用が考えられる。 

また、生徒の専門的かつ多様な学びを支援するためには、神戸市外国語大学との 

高大連携についてもあわせて検討されたい。 

 

〇普通科のあり方 

 加えて、本有識者会議ではこれからの普通科のあり方についても意見交換を行って

きた。これまでの普通科は、・・・ 

今後は、・・・ 

 

 

 

 

 

最後に、これからも社会環境の変化に対応し、市立高等学校の進化を止めることな

く、さらなる特色化・魅力化に取り組まれ、未来を生きていく子供たちの教育がより

良いものになることを切に期待する。 
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１．市立高等学校の特色等 

 〇六甲アイランド高等学校 

 
 

 〇科学技術高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇葺合高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇神港橘高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 〇須磨翔風高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．進路決定に際し重視したもの（学校別） 

 ○六甲アイランド高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ○科学技術高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○葺合高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○神港橘高等学校 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○須磨翔風高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．国の普通科改革 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．兵庫県立高等学校における普通科新学科設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


